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生産現場におけるデータ管理と
データサイエンスに期待すること

１．生産現場におけるファイルメー
カーProによるデータ管理

２．GAPに関するデータの取り扱い

３．データサイエンスに期待すること
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農場業務の改善 作業日誌のデータ管理
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大学農場に勤務した当時、上司の作業日誌は手帳（ノート）だった
記録としては残るが、その記録を利用できない
そこで、作業日誌のデータベース化を就職1年目終わりから開始した

作業の無駄を
なくしたい

作業時期を
調べたい

時間を
効率的に
使いたい

農作業は大変なので、
労力を軽減させたい！



なぜデータベースソフトを使うのか？
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私が自分で作成した日誌データベースを
約24年間使用した結果、その総レコード数は29000

これだけのデータ数を表計算ソフトできちんと管理
できるとは思えない。できたとしても、さらにデー
タの数が増えたらどうなのか？

検索・ソート
集計などの
自動化

簡単な
データ入力



ファイルメーカーProによる管理システム
（2005年当時）

栽培管理

天気
来客数

肥料管理

農薬管理

生産品売払 日誌

リンク済み

リンク予定

購入物品
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購入物品ファイルより

日誌ファイルより生産品売払ファイルより
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肥料管理ファイルより日誌ファイルより

8



このシステムが発展しなかった背景

システムを利用する人がいない
大学の生産物生産報告書

農家であればシステム導入のメリットがあるが、
大学農場で多品目栽培するにはデータ入力が非
常に煩わしい
購入物品ファイルからのコスト計算
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旧システムの課題

１．誰でも間違いなく使えるインターフェイスを作る
（全てのスクリプトにエラー処理を組み込むなど）

２．複数のファイルを関連付け（リレーション）させる
ためには詳細なデータが必須

→データ入力の簡素化が必要

相反する２つの課題
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現在運用中のシステム（2013年～)

栽培管理

肥料管理農薬管理管理日誌

2005年システム
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同時期に同一作物があった場合でも
区別が可能

同時期に複数のトマトを栽培していても、農薬、肥
料、日誌において全て区別して集計できる
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検索を可能な限りボタン化

ドロップダウンリスト

ポップアップメニュー

全品目をボタン化して表示

操作間違いが減少手入力
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GAPとは何か？

Good Agricultural Practice の略
農業生産工程管理…農林水産省
（適正農業規範）
良い農業のやり方…日本GAP協会
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Practice = 練習

「良い農業」を
実践するために
練習する

昨年12月ASIAGAP認証取得（穀物・青果物）



JGAP 2016 管理点 計125

管理点のレベル 適合基準 管理点の数

必須 100%適合 75

重要 95%適合 40
(不適合2つまで)

努力 基準なし 10

※穀物の場合 16
ASIAGAP Ver.2.2 管理点 計168

管理点のレベル 適合基準 管理点の数

必須 100%適合 135

重要 85%適合 21
(不適合3つまで)

努力 基準なし 12



iFCでGAPを行うために必要な書類
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区分 数 内容

農場管理マニュアル １ ASIAGAPの取り組み方を記
載したもの

品目ファイル 25 認証品目について必要事項
を記載した書類

各管理点ファイル 約40 リスク評価を主体とした
ファイル

農産物取扱施設等の
ルール

6 各施設での注意事項

掲示類 12 ルールに基づく注意喚起

紙の帳簿 約15 肥料管理、農薬使用簿

100（実質）を超える書類（ファイル）による管理

GAPの書類管理も大変なので、
労力を軽減させたい！



リスク評価（作業者の労働安全）
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最低でも1年に1回見直すため紙での扱いは不向き
リスク評価を行った日付が重要→ファイルの更新日



国際水準のGAPであっても
書類は綺麗でなくて良い
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正確であることが重要



iFCにおけるGAP帳簿管理
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電子ファイル 紙ファイル

データ項目 多い 少ない

データ（フォーマット）
更新頻度

高い 低い

現場でのデータ入力 行わない 行う

改ざん できる やりにくい

検証 やりにくい できる

食品安全上、重要なものは紙ファイル
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生産現場で困っていること

温暖化の影響で暑い中、作業をすることが増えている

作業強度と至適温度

天候不順で作業予定を立てにくい、無駄になる

雨が降りそう

→ 農薬散布を見合わせる

→ 雨が降らない

天気が良い

→ 農薬散布をする

→ ゲリラ豪雨

あらかじめ予定していた機械作業が雨でできない

畑の耕耘、収穫など
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天候
天気予報

至適温度
作業強度

RMR

栽培データ

最適なスケジューリング

労働力
農業機械

データサイエンスに期待すること



今後の課題

データを管理できる人材の確保

システムやフォーマットの

改良ができる

データやソフトウェアに関する

職員の基礎知識向上
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